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英語で・Drunkards and fools cann()t li e聞と”What sｷoberness conceals, drunkenness 
reveal s”というのがある．前者は酒酔いと馬鹿は嘘を言えないという意たし、後者は覚
めている時に隠していることを酔いが漏らすということである。ラテン語でも” ln vino 
veri tas”と言う。この後者と同じ意味である。酔えば本当のことを言うようになるという
意である。酒を飲むと 4 つい本性が現れるという意である。同じ意味で「酒後吐真言」と
言う中国語の諺と＂When the wine is in, the wit is out”と”When wine sinks, 







である。だから、 「酔いて狂言、醒めて後悔」と言う。英語も”Drunkenness does not 






































相当あり、酒を楽しんでいる人が多いそうである。”There are more old drunkards than 
old doctors”という老人の医者より老人の酒飲みの方が多いの意の英語の諺もある。そし



































































































杯目は喧嘩になる」という諺である。英語も”The first glass for thirst, the second 
for nourishment, the third for pleasure, and the fourth for madness”と”The
vine brings forth three grapes; the first of pleasure, the second of drunkenness, 
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